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｢《意識＝存在》」について
埴
谷
雄
高
の
文
学
作
品
は
良
く
も
悪
く
も
独
特
で
あ
る
。
悪
く
も
、
と
い
う
の
は
、
代
表
作
の
『
死
霊
』
に
は
作
者
の
造
語
が
多
々
み
ら
れ
、
「
作
者
が
厳
密
に
定
義
さ
れ
て
い
な
い
発
明
語
を
乱
発
す
る
」
（
笠
井
潔
「
半
世
紀
後
の
『
死
霊
Ｅ
『
情
況
』
一
九
九
七
年
六
月
号
）
傾
向
が
顕
著
な
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
自
同
律
の
不
快
」
や
「
虚
体
」
な
ど
の
言
葉
は
埴
谷
文
学
の
中
心
思
想
で
あ
り
な
が
ら
、
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
容
易
ではない。
本
稿
は
、
埴
谷
雄
高
が
し
ば
し
ば
用
い
る
「
発
明
語
」
の
一
つ
を
別
の
概
念
と
比
較
検
討
し
、
「
作
者
の
造
語
」
に
普
遍
性
を
付
与
す
る
試
み
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
埴
谷
文
学
の
新
た
な
一
面
が
浮
か
び
上
が
る
で
あ
ろ
う
。
は
じ
め
に
三意識Ⅱ存在》」について
Ｉ
埴
谷
雄
高
『
死
毒
論
「《意識Ⅱ存在》」を仕掛けの一つとして展開する『死霊』五章
「夢魔の世界」冑群像』一九七五年し月号）は、雑誌『近代文学』
に
断
続
的
に
連
載
し
て
い
た
四
章
が
途
絶
し
て
以
来
、
二
六
年
ぶ
り
に
発
表
さ
れ
た
続
締
で
あ
る
。
佐
々
木
基
．
『
停
れ
る
時
の
合
間
に
』
「
近
代
文
学
』
一
九
四
六
年
一
月
号
、
四
月
号
、
六
月
号
、
一
○
月
号
、
二
・
一
二
月
合併号、『文藝』一九七八年五月号～一九八四年七月号）の断絶年
数
に
は
及
ば
な
い
が
、
お
よ
そ
四
半
世
紀
も
の
空
白
期
が
あ
っ
た
。
『
死
霊
』
五
章
に
つ
い
て
の
同
時
代
評
は
十
指
に
余
る
程
だ
が
、
中
断
期
間
の
長
さ
に
言
及
し
た
も
の
や
、
作
品
に
潜
む
革
命
運
動
の
痕
跡
を
暴
き
、
「
戦
後
文
学
が
、
一
九
三
○
年
代
前
半
の
文
学
の
延
長
で
あ
る
こ
とを、あらためて例証してみせた」（江藤淳「Ⅱ年代前半文学の
延
長
？
埴
谷
雄
高
氏
夢
魔
の
世
界
ｌ
「
死
霊
」
五
章
』
」
『
毎
日
新
聞
』
田
辺
友
祐
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一九七五年六月二六日夕刊）と批判した論などがある。この批判
を
巡
る
応
酬
す
ら
あ
っ
た
。
だ
が
、
殆
ど
の
同
時
代
評
で
は
、
三
意
識
Ⅱ
存
在
》
」
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
後
年
の
も
の
で
も
、
中
島
国
彦
「
第
五
章
『
夢
魔
の
世
界
』
を
軸
と
し
て
音
の
イ
メ
ー
ジ
の
意
味
す
る
も
の
」
冑
國
文
學
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
一
九
八
一
年
二
月
号
）
や
、
小
倉
虫
太
郎
「
複
製
技
術
の
時
代
に
お
け
る
『
死
霊
』
ｌ
『
記
憶
』
と
『
死
の
恐
怖
』
の
〈
転
移
〉
を
め
ぐ
っ
て
」
「
情
況
』
一
九
九
七
年
六
月
号
）
な
ど
、
独
自
の
視
点
に
よ
る
論
考
が
あ
る
が
、
管
見
の
限
り
では、「《意識Ⅱ存在》」を論点に据えた研究は少ない。
三
意
識
Ⅱ
存
在
》
」
に
関
し
て
の
先
行
研
究
に
は
、
仏
教
思
想
と
の
関
連
に
言
及
し
た
も
の
（
吉
本
隆
明
Ｑ
埴
谷
雄
高
『
意
識
革
命
宇
宙
』
、
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
五
年
九
月
）
、
「
自
序
」
に
み
ら
れ
る
「
大
雄
」
の
比
楡
で
あ
る
と
す
る
意
見
（
岡
庭
昇
『
死
霊
』
論
鏡
の
な
か
の
弁
証
法
」
『
文
芸展望』一九七七年春季号）、ヘーゲル『論理学』の「二番煎じ
に
な
り
お
わ
っ
た
」
と
の
論
難
（
多
加
野
透
『
埴
谷
雄
高
論
不
可
能
性
の
形
而
上
学
』
、
深
夜
叢
書
社
、
一
九
八
七
年
九
月
）
、
カ
ン
ト
を
踏
ま
え
た
解
釈
（
鹿
島
徹
『
埴
谷
雄
高
と
存
在
論
』
、
平
凡
社
、
二
○
○
○
年
一
○
月
）
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
「
虚
体
」
や
「
自
同
律
の
不
快
」
と
い
っ
た
概
念とは異なり、研究対象としては注目されていないと云える。
「《意識Ⅱ存在》」についての説明は作品内で分明になされてい
る
た
め
に
、
改
め
て
問
う
必
要
が
な
い
と
退
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
先
行
研
究
の
蓄
積
の
乏
し
い
主
題
で
あ
る
。
￣
'■■■■■■■■
初期の短篇「意識」「文藝』一九四八年一○月号）に、自分の
瞼
を
押
し
続
け
る
と
、
「
瞼
の
裏
に
展
い
た
暗
黒
の
な
か
に
ぽ
つ
ん
と
小さな白いほしが現れた」という箇所がある。
語り手
の「私」
は
、
こ
の
行
為
を
「
自
己
実
験
」
と
名
付
け
、
自
ら
が
発
す
る
光
の
虜
に
な
る
。
そ
し
て
、
「
も
し
そ
の
内
部
に
闇
と
光
を
た
た
え
る
瞼
の
蓋
が
な
け
れ
ば
、
恐
ら
く
こ
の
私
の
意
識
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
」
と
確
認
す
る
に
至る。また、「内界の青い花」（『オルフェ』第一号、一九六三年
九
月
）
に
は
、
白
く
輝
く
電
球
を
間
近
で
直
視
し
た
ま
ま
明
か
り
を
消
す
と
、
「
燈
明
な
青
色
か
ら
鮮
や
か
な
淡
紅
色
へ
移
り
ゆ
く
闇
の
な
か
の
青
い花」が現われるという実験を行なったとある。残光を青い花
に誉えたのは、埴谷雄高の美意識の反映であろうか。ノヴァー
リス『青い花』やメーテルリンク『青い鳥』に於ける青色は、
憧恨や幸福の象徴であった。埴谷雄高の咲かせた青い花とは、
不
可
能
性
の
象
徴
で
あ
る
。
例
え
ば
青
い
播
薇
を
人
工
的
に
造
成
す
る
の
は
困
難
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
形
而
上
的
な
実
験
に
於
い
て
は
容
易
な
のであった。或いは、月並みではあるが、「闇のなかの青い花」
を漆黒の宇宙に浮かぶ地球に轡えられよう。
こ
の
よ
う
な
「
自
己
実
験
」
を
高
く
評
価
し
た
先
行
研
究
が
あ
る
。
世界の同時代が二つの大戦と戦間期の闇におおわれてい
た
時
、
日
本
の
同
時
代
が
軍
国
主
義
の
闇
の
中
に
沈
ん
で
い
た
時
、
こ
の
著
者
は
自
分
で
ま
ぶ
た
を
お
し
て
、
闇
の
中
に
も
う
ひ
と
つ
の
闇
を
つ
く
り
、
そ
の
中
に
い
く
つ
も
の
星
を
見
出
し
て
星
々
の
交
信
を
見
つ
め
た
。
人
間
は
自
分
の
中
に
光
を
も
っ
て
い
る
。
作
者
の
孤
独の内側からの光にてらされた長い年月が、『死霊』をそ
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埴
谷
雄
高
は
、
右
の
よ
う
に
自
身
の
体
を
実
験
台
と
し
た
だ
け
で
は
な
く、意識や夢をも実験の素材として扱っている。それらは「思
考実験」と呼ばれ、『死霊』の「自序」では「私のひそかな願
望
は
か
か
る
実
験
を
こ
こ
（
「
非
現
実
の
場
所
」
ｌ
引
用
者
注
）
で
行
い
た
い
と
い
う
こ
と
の
み
に
か
か
っ
て
い
る
」
と
吐
露
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
実
験
で
も
、
郷
台
は
闇
の
世
界
で
あ
る
。
ま
た
、
「
あ
ら
ゆ
る
も
のは暗黒から発生する」（埴谷雄高・立花隆『無限の相のもとに』、
平
凡
社
、
一
九
九
七
年
一
二
月
）
と
述
べ
た
埴
谷
雄
高
の
好
き
な
色
は
黒
で
あ
り
、
そ
の
作
品
集
や
全
集
な
ど
の
装
傾
も
黒
を
基
調
と
し
て
い
る
。
さ
らに、『影絵の世界』（平凡社、一九六六年一二月）のように、闇
や
暗
黒
へ
の
偏
愛
を
込
め
た
文
章
が
多
い
。
そ
の
一
方
で
、
重
要
な
場
面
の
説
明
に
光
が
用
い
ら
れ
る
例
も
少
な
く
な
い
。
『
死
霊
』
の
み
に
限
っ
た
場
合
で
も
、
以
下
の
よ
う
な
箇
所
が
挙げられる。一一一輪与志の同級化欠場徹汗が失跡するＨの瓜蛾揃
写は、薄闇のなかで、「夕暮のⅨかな大気は周囲に願えるよう
に
揺
れ
て
い
た
。
こ
ん
な
風
景
は
寄
宿
舎
創
設
以
来
の
こ
と
で
あ
っ
た
」
（
一
章
）
。
与
志
と
婚
約
者
の
津
田
安
寿
子
が
初
め
て
出
会
っ
た
の
は
、
「
真
夏
に
し
て
は
陽
射
し
の
弱
い
薄
曇
っ
た
日
の
午
後
で
あ
っ
た
」
（
二
章）。五章では、「大きなランプ・シェードが投げかける暗い蔭
と光のぼんやりした境界」に仰臥している三輪高志が独白をす
る
。
首
猛
夫
の
夢
の
中
で
行
わ
れ
る
矢
場
の
独
白
は
、
老
人
の
眼
が
光
る
だ
て
た
。
こ
の
光
は
、
闇
の
中
に
ひ
と
り
で
い
る
何
人
か
の
人
に
、
こ
れ
か
ら
も
力
づ
け
と
な
る
だ
ろ
う
。
（鶴見俊輔「瞼を押す」『本』一九九六年八月号）
「お前が口ら光であるとただただ『意識』すれば、あっは、す
で
に
同
時
に
お
前
は
光
と
し
て
ま
さ
に
そ
こ
に
あ
る
の
だ
！
」
と
定
義
さ
れる「《意識Ⅱ存在》」とは、換言すれば、認識によって対象が
生
み
出
さ
れ
る
と
い
う
発
想
で
あ
る
。
《
意
識
Ⅱ
存
在
》
は
一
つ
の
呪
文
で
あ
る
が
窮
極
の
到
達
す
べ
き
自
由
で
あ
り
、
破
滅
で
あ
る
が
創
出
と
い
う
べ
き
も
の
の
調
な
の
で
あ
る
」
（
立
石
伯
「
十
字
架
を
背
負
う
男
た
ち
の
窮
極
ｌ
埴
谷
雄
高
論
・
序
説
ｌ
」
、
秋
山
駿
編
『
作
家
の
世
界
埴
谷
雄
同
』
所
収
、
番
町
菩
房
、
一
九
七
七
年
一
一
月
）
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に、埴谷雄高の「思考実験」による発明品である。
ところで、高橋和巳「逸脱の論理」（『近代文学』一九六一年一一一
月
号
、
四
月
号
）
に
、
次
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
。
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
（
七
章
）
。
安
寿
子
が
悟
る
場
面
に
は
月
の
光
が
射
し
て
い
る
（
八
章
）
。
こ
れ
ら
の
場
面
の
多
く
は
、
闇
の
な
か
か
ら
光
が
差
す
構
図
で
あ
り
、
宇
宙
空
間
と
星
の
放
つ
光
と
の
関
係
を
模
し
た
か
の
ような印象を受ける。
「《意識Ⅱ存在》」の説明にも、『旧約聖書』（「創世記二からの
引用という形で光が使われている。
戦
後
数
十
年
、
原
理
的
に
は
、
洞
窟
の
う
ち
か
ら
動
く
こ
と
の
な
か
っ
た
埴
谷
雄
高
が
、
『
死
霊
』
と
を
完
結
し
た
と
き
、
一
つ
の
〈
意
識
Ⅱ
存
在
〉
と
し
て
ふ
わ
っ
と
筆
を
残
し
た
ま
ま
、
我
れ
あ
り
と
み
ず
か
ら
叫
ん
だ
時
み
ず
か
ら
姿
を
あ
ら
わ
す
虚
体
と
し
て
、
現
光
あ
れ
と
い
え
ば
／
光
あ
り
き
（五章）
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ここでは「〈意識Ⅱ存在〉」となっており、括弧の種類に僅か
な
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
用
語
と
し
て
の
使
用
は
埴
谷
雄
高
よ
り
も
先
で
注
Ｉ
あ
る
。
高
橋
和
已
は
『
死
霊
』
五
章
が
発
表
さ
れ
る
数
年
前
に
鬼
籍
に
入
り
、
『
死
霊
』
も
事
実
上
未
完
に
終
わ
っ
た
。
だ
が
、
自
己
否
定
か
ら
出
発
し
た
「
虚
体
」
が
与
志
自
身
に
よ
る
創
出
へ
と
変
化
し
た
と
き
、
「
論
理
的
理
想
」
の
片
影
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
「
完
全
逸
脱
」
に
向
か
う
筋
道
が
整
備
さ
れ
た
、
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
。
さて、「アンケート」（『文藝』一九六三年一○月号）の「どこ
に
行
き
た
い
と
お
考
え
で
す
か
？
」
と
い
う
質
問
に
、
埴
谷
雄
高
は
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。
「
意
識
が
即
ち
存
在
で
あ
る
よ
う
な
ど
こ
か
の
世
界」。同様の発想は、『死霊』の序盤である二章にもみられた。
津
田
安
寿
子
の
父
康
造
は
、
首
猛
夫
に
「
ア
ジ
ア
的
思
考
様
式
の
極
点
」
と
位
置
付
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
思
考
様
式
と
は
、
．
Ⅱ
一
の
ゆ
る
ぎ
な
い
思
考
」
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、
精
神
科
医
岸
杉
夫
の
、
「
自
己
が
自
己
の
幅
の
上
へ
重
っ
て
い
る
以
外
に
、
人
間
の
在
り
方
は
な
い
」
二
章
）
と
い
う
意
見
と
も
類
似
し
て
い
る
。
岸
の
発
言
は
、
与
志
の
「
自
同
律
の
不
快
」
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
「
自
同
律
の
不
快
」
が
意
識
と
存
在
の
乖
離
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
不
快
を
克
服
す
る
手
段
と
な
り
得
る
も
の
が「《意識Ⅱ存在》」である。例えば、「私が私である」（「自同
律
二
と
い
う
命
題
が
あ
っ
た
と
す
る
。
こ
れ
に
不
快
感
を
表
明
し
た
場
合、「自同律の不快」が成立する。一方、ここでの主語を「《意
識》」、述語を「《存在》」と規定するならば、前者によって後
者が決定される場合が《意識Ⅱ存在》」となる。例えば、Ｇ・
実
か
ら
完
全
逸
脱
す
る
の
が
、
論
理
的
理
想
で
は
あ
ろ
う
。
バ
ー
ク
リ
ー
の
観
念
論
は
、
眼
前
に
有
形
の
何
か
が
あ
ろ
う
と
も
、
そ
こ
に
存
在
す
る
と
認
め
な
け
れ
ば
実
在
し
な
い
と
見
倣
す
立
場
で
あ
る
。
「光あれといえば／光ありき」を用いて説明すると、光がある
と
認
め
な
け
れ
ば
、
そ
こ
に
光
は
な
い
、
と
判
断
さ
れ
る
。
埴
谷
雄
高
の
「《意識Ⅱ存在》」は、何もない地点から始まる。だが、「光あ
れ
」
の
一
言
で
「
光
あ
り
き
」
と
な
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
想
像
に
よ
る
創造でもある。
「《意識Ⅱ存在》」を提唱した夢魔は、高志の想念に乗って、遥
か
遠
く
に
あ
る
「
窮
極
の
革
命
の
つ
い
に
果
た
さ
れ
た
自
在
の
国
」
か
ら
来
た
と
さ
れ
る
。
刑
務
所
の
病
監
に
て
、
「
社
会
革
命
」
が
「
如
何
な
る
死
者
を
も
償
い
得
な
い
」
と
悟
っ
た
高
志
は
、
「
存
在
へ
の
隷
属
の
完
壁
注
２
な
顛
覆
」
で
あ
る
「
存
在
の
革
命
」
を
士
心
向
し
始
め
る
。
こ
の
考
え
を
媒
体
と
し
て
夢
魔
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
《
意
識
Ⅱ
存
在
》
」
だ
け
で
な
く
、
夢
魔
も
ま
た
、
『
死
霊
』
が
中
断
し
て
い
る
間
に
別
の
場
所
で
提
示
された着想である。
第
六
回
谷
崎
潤
一
郎
賞
を
受
賞
し
た
短
篇
集
『
闇
の
な
か
の
黒
い
馬
』
二
九
七
○
年
六
月
、
河
出
書
房
新
社
）
に
所
収
の
表
題
作
「
闇
の
な
か
の
黒い馬」（『文藝』一九六三年一二月号）の黒い馬は、語り手「私」
の眼前から足早に去ろうとする。夢魔も「素早い逃げ足」の持
ち
主
で
あ
る
。
両
者
に
つ
い
て
は
、
「
表
出
の
方
法
に
つ
い
て
深
い
関
わ
りがある」（川西政明「本を読む・七『闇のなかの黒い馬』『死霊』
第
五
章
」
ｌ
埴
谷
雄
高
ｌ
」
『
す
ば
る
』
’
九
八
○
年
三
川
号
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
出
現
の
仕
方
に
限
っ
て
云
え
ば
、
夢
魔
の
起
源
は黒い馬に見出せよう。さらに、「暗黒の夢」（『文藝』一九六六
年
三
月
号
）
に
は
、
「
顔
だ
け
が
ど
う
し
て
も
見
え
な
い
不
思
議
な
男
の
3６
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夢
魔
と
「
不
思
議
な
男
」
は
、
と
も
に
夢
の
同
じ
場
面
に
何
度
も
現
れ
て
お
り
、
こ
の
点
が
黒
い
馬
と
異
な
る
。
「
不
思
議
な
男
」
と
夢
魔
が
同
一
人
物
で
あ
る
と
は
云
え
な
い
が
、
出
現
方
法
は
酷
似
し
て
い
る
。
も
っ
とも、「暗黒の夢」では、「彼はさながら自らの意志で私の夢の
な
か
に
は
い
っ
て
く
る
か
の
ど
と
く
、
幾
度
も
殆
ん
ど
同
じ
場
面
へ
の
出
現
を
繰
り
返
し
た
」
と
あ
る
の
み
で
、
そ
れ
以
上
の
役
割
を
与
え
ら
れ
て
いない。
夢
魔
と
高
志
の
議
論
は
、
決
し
て
豊
饒
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
要
旨
の
み
を
記
す
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。
「
《
意
識
》
か
ら
存
在
を
逆
に
つ
く
り
だ
す
自
己
創
造
の
秘
密
」
を
掌
握
し
た
と
言
い
放
つ
夢
魔
に
対
し
、
高
志
は「存在への刑罰」が与えられる必要があると反駁する。その
結
果
、
「
窮
極
の
課
題
」
と
し
て
の
「
自
同
律
の
不
快
」
を
乗
り
越
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
夢
魔
は
口
状
す
る
。
果
て
し
な
い
対
話
の
末
、
高
志
は
夢
茜宮の》
あろう。
『死霊』
いス宅
つ
ぎ
に
ま
た
さ
な
が
ら
そ
い
つ
が
自
分
の
意
志
で
俺
の
夢
の
な
か
へ
は
い
っ
て
く
る
か
の
よ
う
な
ま
っ
た
く
同
じ
夢
の
か
た
ち
を
み
て
、
そ
し
て
、
幅
広
い
肩
先
か
ら
ふ
り
だ
す
長
い
片
腕
だ
け
を
視
野
の
は
し
に
僅
か
に
残
し
か
げ
ん
に
し
な
が
ら
、
ま
っ
た
く
素
早
い
逃
げ足をみせる一眉帆の張った、屈みかげんの後ろ姿を認めた
（後略）。
の逸話がある。
五
章
に
於
け
る
夢
魔
の
出
現
の
場
面
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
こ
の
「
不
思
議
な
男
」
が
夢
魔
の
直
接
の
原
形
で
魔
の
出
自
を
見
抜
く
。
「亡霊宇宙」の内実は明らかではないが、意識が存在に結び付
か
な
い
世
界
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
夢
魔
の
よ
う
に
意
識
は
あ
る
が
肉
体
を
持
た
な
い
何
者
か
で
あ
る
と
こ
ろ
の
亡
霊
が
猛
く
場
所
で
は
な
い
か
。
勿
論
、
こ
れ
は
高
志
の
思
索
の
中
で
構
築
さ
れ
た
「
非
現
実
の
世
界
」
で
あ
る。「夢
魔
は
も
ち
ろ
ん
、
高
志
の
妄
想
の
体
現
者
で
あ
る
」
と
し
た
意
見
がある（武田友寿「埴谷雄高・思索的想像力による自己救済」『三
田文学』一九七五年一○月号）。穿った見方をすれば、夢魔は高
志の「望みどおりの夢」のなかに現れる。六章「《愁いの王》」
（『群像』一九八一年四月号）の冒頭でも、目覚める直前の与志の
許
を
訪
問
し
て
い
る
。
夢
魔
と
は
文
字
通
り
夢
の
世
界
の
住
人
な
の
で
あって、実のところ、「妄想」（武田論文では、「空想Ⅱ思索的
想
像
力
」
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
）
で
は
な
く
「
意
識
」
の
具
現
者
な
のである。自らの理想であった「《意識Ⅱ存在》」は、登場人物
に
よ
っ
て
、
即
ち
作
者
の
思
考
の
担
い
手
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
た
。
厳
密
に
は
、
夢
魔
の
披
瀝
し
た
三
意
識
Ⅱ
存
在
》
」
が
不
完
全
で
あ
っ
た
た
め
ほ
－
ら
、
解
っ
た
ぞ
。
お
前
は
こ
の
宇
宙
が
か
け
る
最
後
の
暗
い
謎
め
か
し
て
、
俺
の
思
索
に
乗
っ
て
一
瞬
に
し
て
や
っ
て
き
た
な
ど
と
ま
ず
出
合
い
の
最
初
に
い
っ
た
が
、
ぶ
ふ
い
、
そ
の
お
前
の
棲
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
、
い
い
か
、
思
い
に
思
い
に
深
く
思
い
あ
ぐ
ね
た
あ
げ
く
な
お
思
い
を
多
く
思
い
の
こ
し
た
死
者
達
が
一
斉
に
赴
く
こ
と
に
な
る
亡
霊
宇
宙
だ
な
！
（五章）
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「意識と対象、思考と存在、主観と客観とが絶対的に統一され
て
い
る
」
「
へ
ｌ
ゲ
ル
用
語
事
典
』
、
未
来
社
、
一
九
九
一
年
七
月
）
と
こ
ろ
の「絶対知」は文字通り「絶対者」（神）の思考である。「《意
識
Ⅱ
存
在
》
」
は
「
絶
対
者
」
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
発
想
と
し
て
は通底する。もっとも、弓絶対知』の使用の開始、『絶対知』
の
自
覚
そ
の
も
の
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
お
よ
び
シ
ェ
リ
ン
グ
に
発
端
」
し
、
「
ヘ
ー
ゲ
ル
に
於
け
る
『
絶
対
知
』
の
体
系
の
展
開
は
、
む
し
ろ
こ
れ
ら
に否定されたのであり、「自らに内在する満たされぬ力」（ここ
で
は
「
自
同
律
の
不
快
二
が
蹟
き
の
石
と
な
ら
な
け
れ
ば
、
意
識
と
存
在
の
関
係
を
劇
的
に
変
革
し
得
た
で
あ
ろ
う
。
「《意識Ⅱ存在》」が埴谷雄高の理想であるならば、ヘーゲル
『精神現象学』に於ける理想は「絶対知」への到達であった。
なお、先行研究（多加野透前掲書）にて『精神現象学』や『論
理学』への言及がみられ、「《意識Ⅱ存在》」と「絶対知」の連
関が論じられている。本稿では、これらの概念が両者にとって
の大願であると位置付けるにとどめた。「絶対知」と「《意識Ⅱ
存在》」を併せた考察は、かかる先行研究を参照されたい。
ヘーゲルの「絶対知」は次のように説かれている。
精
神
の
こ
の
最
後
の
形
態
、
す
な
わ
ち
自
ら
の
完
全
で
真
な
る
内
容
に
、
同
時
に
自
己
と
い
う
形
式
を
与
え
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
概
念
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
か
く
実
現
す
る
と
こ
に
お
い
て
、
自
己
の
概
念
の
う
ち
に
止
ま
る
精
神
は
、
絶
対
知
で
あ
る
。
（樫山欽四郎訳）
一一一
日本は、古くから「言霊の幸はふ国」（『万葉集』巻五、山上
億
良
）
で
あ
っ
た
と
い
う
。
言
霊
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
簡
潔
な
説
明
がある。「言葉の働きを実体化したもの」が一一一一口霊であり、さら
に
、
「
め
で
た
い
言
葉
は
め
で
た
い
結
果
を
生
み
、
不
吉
な
言
葉
は
不
吉
な
結
果
を
も
た
ら
す
が
、
そ
れ
は
言
葉
が
も
つ
呪
力
の
作
用
に
よ
る
も
のだとするのが『言霊信仰』である」（土橋寛『日本語に探る古
代信仰』、．ｍ‐央公諭社、一九九○年四月）。一一一一回懇の性簡は二分化さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
祝
詞
と
忌
詞
に
集
約
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
噛
み
砕
い
て
云えば、発した言葉の結果による区別である。一一一一口霊と文学の連
繋は、夙に『古今和歌集』「仮名序」で述べられている。即ち、
歌
は
「
力
を
も
い
れ
ず
し
て
あ
め
っ
ち
を
動
か
し
、
目
に
み
え
ぬ
鬼
神
を
もあはれと思はせ」云々とある。
埴谷雄高の生み出した「《意識Ⅱ存在》」は、このような一一一一口
葉
の
霊
力
と
は
無
関
係
で
あ
る
が
、
発
想
と
し
て
は
言
霊
と
似
通
っ
て
いる。即ち、「《意識》から存在を逆につくりだす自己創造の秘
の人々の努力の成果の上に築かれたものである」（茅野良男『ド
イツ観念論の研究』、創文社、一九七五年三月）。だが、「絶対知」
なる概念が、ヘーゲルによって確立されたのは事実である。
「絶対知」とは異なり、「《意識Ⅱ存在》」は埴谷雄高の独創で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
次
項
で
述
べ
る
よ
う
に
、
西
洋
の
思
想
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
に
古
来
か
ら
伝
わ
る
信
仰
と
も
通
ず
ろ
特
徴
が
み
ら
れ
る
の
で
ある。
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言葉の実体化が言霊であり、意識の実体化が「《意識Ⅱ存在》」
である。言霊は、換言すれば「《言葉Ⅱ存在》」である。、に出
し
た
言
葉
が
形
象
と
し
て
眼
前
に
出
現
す
る
と
い
う
の
で
は
な
い
が
、
意
識
も
言
葉
も
思
惟
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
点
、
発
想
が
結
果
と
な
っ
て
現れる点が一致する。特に、言霊が発展途上の社会に於ける傾
向
で
あ
る
と
す
る
右
の
指
摘
は
、
『
死
霊
』
の
「
亡
霊
宇
宙
」
に
も
当
て
は
ま
る
。
「
高
志
自
身
が
夢
魔
の
思
想
を
ま
る
ご
と
抱
え
込
ん
で
袋
小
路
に行き当たり、自己矛盾に苦しんでいる」（鹿島徹前掲書）結果
と
し
て
の
「
亡
霊
宇
宙
」
は
、
前
述
の
通
り
、
そ
の
内
実
が
不
確
か
で
あ
る
。
未
練
を
残
し
た
「
死
者
達
が
一
斉
に
赴
く
」
（
五
章
）
場
所
と
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
に
す
れ
ば
、
そ
こ
は
極
め
密」（『死霊』五章）とされた「《意識Ⅱ存在》」と、「言葉がもつ
呪
力
の
作
用
」
で
あ
る
言
霊
は
、
極
め
て
近
し
い
考
え
な
の
で
あ
る
。
未
開
社
会
に
於
い
て
言
霊
は
神
的
な
要
素
と
さ
れ
る
。
夢
魔
の
や
っ
て
き
た
「
亡
霊
宇
宙
」
も
不
完
全
な
世
界
で
あ
る
。
「
《
意
識
Ⅱ
存
在
》
」
は
夢
魔
の
来
た
世
界
に
於
け
る
究
極
の
概
念
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
世
界
の
内
実
は
「
亡
霊
宇
宙
」
に
過
ぎ
な
い
と
明
か
さ
れ
る
。
発
展
途
上
の
民
族
に
は
多
く
そ
の
傾
向
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
も
と
も
と
、
古
代
人
も
あ
ら
ゆ
る
事
物
に
精
霊
が
ヤ
ド
ル
と
考
え
て
い
た
ら
し
い
。
こ
の
よ
う
な
思
想
を
ア
ニ
ミ
ズ
ム
と
い
う
が
、
言
霊
思
想
も
こ
の
精
霊
信
仰
の
延
長
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
（
豊
田
国
夫
『
日
本
人
の
言
霊
思
想
』
、
講
談
社
学
術
文
庫、一九八○年五月）
て
原
初
的
な
精
神
世
界
で
あ
ろ
う
と
の
推
測
が
可
能
で
、
言
霊
が
重
視
さ
れ
る
社
会
に
相
同
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
三
輪
高
志
の
許
に
夢
魔
が
現
れ
る
の
は
真
夜
中
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
小
野
小
町
は
、
「
い
と
せ
め
て
恋
し
き
時
は
む
ば
玉
の
夜
の
衣を返してぞ着る」冑占今和歌集』）という歌を詠んでいる。古
代
に
は
、
寝
衣
を
裏
返
し
て
就
寝
す
る
と
、
夢
の
中
で
懸
想
す
る
人
に
ま
じ
な
ま
じ
な
逢
え
る
と
い
う
呪
い
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
呪
い
が
功
を
奏
し
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
小
野
小
町
に
は
次
の
よ
う
な
歌
も
あ
る
。
「
恩
ひつっ寝ればや人の見えつらむ夢と知りせばさめざらましを」
（同前）。夢を回路として、思いを寄せる人が来た。夢魔は高志
の「望みどおりの夢」が導いた。
中世になると、生者と死者は、「死によって隔てられた後も、
共
に
同
じ
時
間
を
生
き
続
け
、
夢
の
通
路
を
介
し
て
交
信
」
（
酒
井
紀
美
『
夢
語
り
・
夢
解
き
の
中
世
』
、
朝
日
新
聞
社
、
二
○
○
一
年
九
月
）
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
高
志
と
夢
魔
の
関
係
は
、
中
世
の
夢
や
死
生
観
に
近
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
高
志
の
「
思
索
に
乗
っ
て
一瞬にしてやってきた」夢魔は、「亡霊宇宙」から来たに過ぎ
な
い
と
喝
破
さ
れ
た
。
だ
が
、
現
世
に
未
練
を
残
し
た
死
者
で
あ
る
夢
魔
は、生者である高志と「夢の通路」によって繋がっていたので
あった。
「古事記から今昔物語まで、あるいはもっと降って中世の諸作
品
に
至
る
ま
で
、
夢
の
記
事
は
、
そ
れ
を
ふ
く
ま
な
い
の
が
む
し
ろ
例
外
と
思
え
る
く
ら
い
豊
富
」
で
、
「
夢
を
見
た
と
い
う
こ
と
が
話
全
体
の
動
機づけを決定している場合さえ少なしとしない」（西郷信綱『古
代人と夢』、平凡社、一九七二年五月）とされる。『死霊』に於い
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一一一輪高志は夢魔と合体するのだが、岡本誠夫の場合は正反対
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
夢
魔
と
は
、
先
入
観
や
固
定
観
念
の
よ
う
に
意
識
を
膠
着
さ
せ
る
作
用
の
あ
る
思
惟
を
指
す
。
高
志
も
岡
本
も
苦
悩
す
る
青
年
で
あ
る
点
、
苦
悶
の
投
影
と
し
て
夢
魔
が
用
い
ら
れ
た
点
が
類
似
し
て
い
る
。
彼
ら
の
悩
み
と
は
、
生
活
に
関
連
し
た
も
の
で
は
な
く
、
思
想
的
な
問
題
で
あ
る
。
理
想
と
現
実
の
懸
隔
に
直
面
し
た
二
青
年
が
、
内
面
の
発
露
に
夢
魔
を
用
い
た
と
こ
ろ
に
、
時
代
を
越
え
た
共
鳴
を
聞
き
取
れ
よ
こ７。｜｜葉亭四迷『平凡』（『東京朝日新聞』一九○七年一○月三○日
～
一
二
月
三
一
日
）
に
も
、
「
所
謂
物
質
的
文
明
は
今
世
紀
の
人
を
支
配
す
る
精
神
の
発
動
だ
」
と
あ
り
、
語
り
手
の
「
私
」
は
、
同
時
代
を
物
質
注
３
と
精
神
の
同
一
化
を
あ
ら
わ
す
「
物
心
一
如
」
の
世
界
で
あ
る
と
捉
え
て
いる。これは必ずしも「《意識Ⅱ存在》」と合致するのではない
て
も
、
夢
魔
は
文
字
通
り
夢
な
く
し
て
は
有
り
得
な
い
存
在
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
、
「
五
章
夢
魔
の
世
界
」
の
礎
は
夢
な
の
で
あ
る
。
夢
で
は
な
く
夢
魔
と
い
う
字
面
に
着
目
す
る
と
、
一
一
○
世
紀
初
頭
に
三
輪
高
志
と
同
じ
く
夢
魔
に
懸
か
れ
た
青
年
が
い
た
。
国
木
田
独
歩
「
牛
肉せ
い
と馬鈴薯」（『小天地』一九○一年一一月号）では、主人公岡本誠
ふ夫が、Ｔ・カーライル『英雄および英雄崇拝』（『英雄崇拝斐叩』
と
も
）
の
次
の
言
葉
を
引
用
し
た
う
え
で
、
自
ら
の
心
の
内
を
明
か
す
。
シミ四戸の・己。。『｛『○巨三の□の｝の①己①『函、弓四六の。『〔宣巨｛。『ご己
ロ一ｍご〒目二四『①□『①四自己・
僕
の
願
と
は
夢
魔
を
振
ひ
落
し
た
い
こ
と
で
す
！
蔵
言
集
『
不
合
理
ゆ
え
に
吾
信
ず
』
（
『
構
想
』
第
一
号
～
第
七
号
、
’
九
三
九
年
一
○
月
～
一
九
四
一
年
一
二
月
）
に
、
「
賓
辞
の
魔
力
に
つ
い
て
苦
し
み
悩
ん
だ
あ
げ
く
、
私
は
、
或
る
不
思
議
へ
近
づ
い
て
ゆ
く
自身を灰かに感じた」という一節がある。「賓辞の魔力」とは、
「自同律の不快」の土台であり、「《意識Ⅱ存在》」によって乗り
越
え
よ
う
と
し
た
課
題
で
も
あ
る
。
が、言霊思想のはびこる未開の社会とは対蹴的である筈
の近
代
文
明
を
、
「
物
心
一
如
」
と
呼
ん
だ
と
こ
ろ
が
特
筆
に
値
す
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
時
の
「
私
」
は
、
法
律
を
学
ぶ
政
治
家
志
望
の
学
生
で
あ
っ
た
が
、
思
慮
の
末
に
、
「
小
説
家
に
な
っ
て
精
神
的
文
明
に
貢
献
し
た
方
が
高
尚
だ
」
と
決
意
す
る
。
「
物
質
的
文
明
」
か
ら
「
精
神
的
文
明
」
へ
と
志
向
が
変
化
し
た
と
き
、
作
家
二
葉
亭
凹
迷
が
誕
生
し
た
と
云
え
る
の
で
ある。『死霊』に於いて、一．一輪高志が「社会革命」から「存在
の
革
命
」
へ
と
転
じ
た
と
き
の
よ
う
に
、
認
識
と
対
象
の
関
わ
り
を
問
う
た
際
に
、
言
葉
は
違
え
ど
両
者
を
等
号
で
結
ん
だ
表
現
が
使
わ
れ
た
の
は
偶
然
で
は
あ
る
ま
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
古
代
の
文
学
や
信
仰
及
び
先
行
文
芸
作
品
と
『
死
霊
』
を
関
連
づ
け
る
の
は
、
い
さ
さ
か
筋
違
い
で
あ
ろ
う
か
。
だ
が
、
「
日
本
文
学
の
伝
統
に
は
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
と
縁
が
な
い
」
（
加
賀
乙
彦
『
日
本
文
学
全
集
』
第
四
八
巻
解
説
、
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
一
年
九
月
）
油
４
と
さ
れ
る
埴
谷
雄
高
は
、
夢
や
一
一
一
口
葉
の
作
用
に
主
眼
を
置
い
た
場
合
に
注
５
は
、
決
し
て
孤
絶
し
た
存
在
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
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｢《意識＝存在》」について
四
章
迄
の
『
死
霊
』
は
、
「
意
識
か
ら
論
理
、
存
在
へ
の
移
行
は
、
作
者
自
身
の
思
想
に
お
い
て
も
ま
だ
明
確
な
表
現
を
見
い
だ
し
て
い
な
い
と
いうべきだろう」（曽根博義「埴谷雄高・主要作品の分析『死霊』」
『国文学解釈と鑑賞』’九七四年六月号）と指摘されていた。一
つの難問の解決として捻出された「《意識Ⅱ存在》」は、物理的
に
は
実
現
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
作
品
内
で
の
具
象
化
も
成
功
し
て
い
る
と
は言い難い。「《意識Ⅱ存在》」の達成形は示されていないので
あ
る
。
夢
魔
上
同
志
の
合
体
を
、
別
々
の
も
の
の
統
合
で
あ
る
と
し
た
と
き、「意識」（夢魔）と「存在」（高志）は等号では結ばれない。
仮に、そこで「《意識Ⅱ存在》」が成立したとしても、高志の元
の
意
識
は
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
問
題
が
残
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
或
い
は
、
夢
魔
が
高
志
の
意
識
の
具
象
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
場
合
、
高
志
と
夢
魔
の
合
体
は
、
実
は
「
再
統
合
」
に
過
ぎ
な
い
。
よ
っ
て
、
意
識
に
よ
る
存
在
の
規
定
は
成
し
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
と
見
徹
さ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
或
い
は
、
揚
げ
足
取
り
に
な
る
が
、
「
意
識
あ
れ
」
と
云
え
ば
「
意
識
あ
り
き
」
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
二
章
に
み
ら
れ
る
「
酔
え
る
身
を
広
大
な
空
間
に
坊
僅
わ
す
も
の
に
は
、
や
が
て
宇
宙
の
意
識
が
意
識されよう」（『不合理ゆえに吾信ず』にも同様の一文がある）
の
箇
所
の
よ
う
に
、
意
識
に
よ
っ
て
意
識
を
規
定
す
る
撞
着
は
、
果
た
し
て
成
立
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
「
《
意
識
Ⅱ
意
識
》
」
と
な
る
と
、
全
く
の
無
変化である。
「《意識Ⅱ存在》」が不成功であるとするならば、『死霊』五章
「夢魔の世界」の意義は何なのか。「高志は、与志が『虚体』論
を
推
し
す
す
め
て
い
く
さ
い
の
進
ん
で
は
な
ら
ぬ
方
向
を
否
定
的
に
身
を
も
っ
て
示
し
た
、
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
」
（
池
内
輝
雄
「
永
遠
な
る
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
誕
生
ｌ
『
死
霊
』
試
論
ｌ
」
『
國
文
學
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
一
九
七
八
年
一
月
号
）
と
し
た
読
解
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
「
存
在
の
革
命
」
と
は
、
兄
高
志
か
ら
弟
与
志
へ
の
「
精
神
の
リ
レ
ー
」
で
あ
る。つまり、「存在の革命」の方法から《
意識Ⅱ存在
》」が除
外され、「虚体」のみに絞られた、と云えるであろう。それは、
『
死
霊
』
の
最
終
章
と
な
っ
た
九
章
「
《
虚
体
論
》
ｌ
大
宇
宙
の
夢
』
（
『
群
像
』
一
九
九
五
年
二
月
号
）
の
章
題
に
如
実
に
現
れ
て
い
る
。
「
虚
体
」
と
は
何
か
を
説
明
す
る
の
は
困
難
な
の
で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
今後の課題としたい。
さて、『死霊』五章は、埴谷雄高が政治論文や短篇から『死
注
６
霊』へ復帰した節目にあたる。登場人物の口を借りて、「社〈舂
革
命
」
か
ら
「
存
在
の
革
命
」
へ
至
る
経
緯
を
展
開
し
た
の
は
、
ま
さ
に
象徴的である。「《意識Ⅱ存在》」は不完全だったが、「存在の革
命
」
は
作
品
の
推
進
力
と
し
て
、
或
い
は
作
者
の
夢
と
し
て
宛
ら
に
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
（注）１な
お
、
埴
谷
雄
高
は
、
こ
の
発
想
を
「
い
つ
か
高
橋
和
巳
君
に
喋
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
彼
も
そ
れ
を
埴
谷
雄
高
論
の
な
か
に
書
い
て
い
ま
す
」
（
埴
谷
雄
高
・
森
川
達
也
・
秋
山
駿
「
文
学
創
造
の
秘
密
」
『
審
美』第一一一号、一九六六年七月号）と明かしている。
２
或
る
対
談
で
、
作
者
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
社
会
の
制
度
全
体
を
自
覚
的
に
変
革
し
て
し
ま
お
う
と
す
る
か
た
ち
の
革
命
」
、
即
ち
「
社
会
革
命
」
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
二
十
世
紀
で
あ
る
。
そ
の
「
最
初
の
意
図
的
な
成
功
が
あ
れ
ば
、
つ
ぎ
の
意
図
的
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白
川
正
芳
『
死
霊
』
の
構
造
」
（
書
き
下
ろ
し
、
『
埴
谷
雄
高
論
全
集成』所収、武蔵野書房、一九九六年一一一月）にて、夢幻能と
『死霊』の構成の類似が指摘されている。
６
『
死
霊
』
が
中
断
し
た
の
は
一
九
四
九
年
で
あ
る
。
以
降
、
埴
谷
雄
高
は
評
論
家
と
し
て
の
活
動
が
中
心
と
な
り
、
創
作
は
幾
つ
か
の
短
篇
３
こ
の
四
字
熟
語
は
、
「
大
政
翼
賛
会
実
践
要
綱
前
文
」
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
同
文
に
は
、
他
に
も
二
億
一
心
」
「
互
助
相
誠
」
な
ど
の
言
葉
が
み
ら
れ
、
精
神
主
義
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
戦
前
・
戦
時
下
の
造
語
や
標
語
の
氾
濫
は
、
「
戦
意
を
あ
お
る
ひ
と
つ
の
世
論
の
洗
脳操作」（豊田国夫前掲書）に他ならない。
４
埴
谷
雄
高
に
は
夢
に
関
す
る
多
く
の
文
章
が
あ
る
。
例
え
ば
、
「
夢
に
つ
い
て
ｌ
或
い
は
、
可
能
性
の
作
家
」
（
『
文
學
界
』
一
九
五
九
年
八
月
号
）
で
は
、
夢
と
は
「
不
思
議
さ
の
喪
失
、
偶
然
と
偶
然
に
よ
っ
て
つ
な
が
れ
た
無
限
の
連
続
性
、
絶
え
ざ
る
自
己
の
登
上
、
悦
惚
、
悲
哀
な
ど
の
原
始
の
感
情
の
強
さ
な
ど
の
要
素
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
ひ
象
学
』
と
近
接
す
る
の
で
あ
る
。
な
試
み
存
在
自
体
、
人
間
自
体
の
変
革
が
必
ず
継
起
す
る
」
（
埴
谷
雄高・古屋健三「『闇のなかの黒い馬』を語る」『一一一田文学』
’九七一年六月号）。
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
共
著
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
に
は
、
「
意
識
が
生
活
を
規
定
す
る
の
で
は
な
く
て
、
生
活
が
意
識
を
規
定
す
る
」
（
服
部
文
男
訳
、
新
日
本
出
版
社
、
一
九
九
六
年
七
月
）
と
述
べ
た
一
文
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
詳
し
く
触
れ
る
余
裕
が
な
い
が
、
「
社
会
革
命
」
と
「
存
在
の
革
命
」
の
関
係
を
問
う
う
え
で
看
過
出
来
ない意見であろう。埴谷雄高の「《意識Ⅱ存在》」は、唯物論
に
対
し
て
の
反
革
命
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
意
味
で
も
『
精
神
現
と
つ
の
世
界
」
で
あ
る
と
定
義
づ
け
た
。
を
発
表
し
た
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
短
篇
群
は
、
従
来
の
先
行
研
究
で
は
『
死
霊
』
再
開
の
た
め
の
準
備
運
動
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る。就中、『闇のなかの黒い馬』所収の作品群には、のちに
『
死
霊
』
に
用
い
ら
れ
る
発
想
が
多
々
み
ら
れ
る
。
ただし、別の見方をすれば、『闇のなかの黒い馬』は埴谷
雄
高
に
よ
る
夢
の
実
験
の
集
大
成
で
あ
り
、
『
死
霊
』
と
は
異
な
る
高
頂
と
し
て
屹
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
た
な
く
ゆ
う
す
け
・
博
士
課
程
一
年
）
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